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４．排出事業者との関係づくり 実施 対象外 今後検

討 

メモ 

報告 

連絡 

相談 

提案等 

契約前、随時、要望の都度施設見学会を実施 ☑ □ □  

イベントの開催（食育ツアー・農業体験等） ☑ □ □  

廃棄証明証の提出 ☑ □ □ 要望があった場合 

法令の相談にのっている ☑ □ □  

付加価値商品の紹介（消臭剤他） ☑ □ □ 豚肉製品 

排出事業者に出向いて分別教育 ☑ □ □  

メール配信により情報提供（メディア掲載情報等） ☑ □ □ 公式 HPなど 

生産者へのヒアリング結果を報告 ☑ □ □  

製品製造の販売実績等を報告 □ □ ☑  

インターネットによる情報公開（見える化） □ □ ☑  

５．農林漁業者との関係づくり 実施 対象外 今後検

討 

 

報告 

連絡 

相談 

提案等 

試験機関等のデーター公開（成分・分析） ☑ □ □ 要望があった場合 

リサイクル製品の率先購入や斡旋・販売支援 ☑ □ □ 販売・商品開発支援 

生産者以外の卸売業者、小売業者との意見交換 ☑ □ □ イベント参加等 

リサイクルループの奨励活動（地域マッチング支援） ☑ □ □ 同上 

国や地方自治体のおける補助金等の情報提供（生産

者経営基盤強化・コスト低減） 

☑ □ □  

生産者の活動をＰＲ支援 ☑ □ □ 工場見学時などに発信 

生産者の負荷業務支援（労働支援・改善策支援） ☑ □ □ 就労支援施設との協働 

６．一般消費者との関係づくり 実施 対象外 今後検

討 

 

情報公開 

ＰＲ等 

 

 

地元行政や関係団体・消費者現場との連携 ☑ □ □  

口コミ活動（宅配カタログ配布支援等） ☑ □ □ 工場見学時などに発信 

イベントの開催及び支援（見学試食会の開催等） ☑ □ □  

テレビ・新聞・雑誌への広報活動 ☑ □ □ 取材への協力 

フード・アクションアワードへの参加 □ □ ☑  

７．周辺住民との関係づくり 実施 対象外 今後検

討 

 

報告 周辺住民の行事に積極参加（交流） ☑ □ □ 美化活動 

調査年月日 調査対象 調査者 確認者 

2021 年 

8 月 30 日 

会社名 

㈱日本フードエコロジーセンター 

所属 （株）日本フード

エコロジーセンター 

担当者名 高原 淳 

代表取締役 髙橋巧一 

実施確認の 

結果評価 
評価 適合・不適合  



連絡 

相談 

提案等 

住民説明会の実施（定期・随時） □ ☑ □  

イベントの開催または支援 □ ☑ □  

苦情の受付と対応 □ ☑ □  

学校給食３Ｒ推進（市の教育委員会や環境行政と連

携） 

☑ □ □ 小学校の給食をリ

サイクル 

８．国や地方自治体との関係づくり 実施 対象外 今後検

討 

 

報告 

連絡 

相談 

提案等 

関係行政への定期訪問・担当者との継続意見交換 ☑ □ □  

国や地方自治体の施策の把握や情報収集 ☑ □ □  

国や地方自治体からの講師依頼を積極受託 ☑ □ □  

国や地方自治体からの専門委員委嘱 ☑ □ □  

国や地方自治体からの表彰授与 ☑ □ □ 受賞多数 

国や地方自治体の施設見学の積極的受け入れ ☑ □ □  

国や地方自治体開催研修会への積極的参加 ☑ □ □  

９．再生利用品の品質向上 実施 対象外 今後検

討 

 

積極的取組

姿勢 

第三者機関の品質保証制度取得の検討（ＦＲ認証・

エコフィード認証制度） 

☑ □ □ エコフィード認証

取得 

都道府県の再生利用製品認定制度取得の検討 □ ☑ □  

研究機関や試験場と連携した高品質化・安全性評価 ☑ □ □ 必要に応じて分析 

地元農家からの利用評価（ヒヤリングと改善） ☑ □ □  

 

 

１０．人材育成（役員、社員教育） 実施 対象外 今後検

討 

 

研修会等へ

の積極参加 

行政や関係機関、業界団体主催の研修会等に参加し

ているか？終了証書の確認 

☑ □ □ 新人への外部研修

制度など 

外部機関の

活用 

外部専門機関から講師を招き、専門テーマごと勉強

会を実施している。 

☑ □ □  

資格検定の

習得（業務

に必要な資

格 等 の 確

認） 

関係資格の積極的取得（プロ意識の向上） 

土壌医検定・ＮＰＯリサイクルマスター検定・ＥＣ

Ｏドライブ安全認定等、他 

□ □ ☑  

ＦＡＭＩＣ

研修 

農林水産消費安全技術センター主催の研修会等に参

加しているか？終了証書の確認 

☑ □ □  

役員教育 食品リサイクル飼料化事業内容を全て把握し、明確

に説明できるか等の確認 

☑ □ □  

 

 

 

 



特記事項 

（特筆すべき点） 

① 第 2回ジャパン SDGsアワード受賞後も経済合理性を有するリサイクル事業は高い評価を得ており、 

『SDGsコネクトさがみはら 2021』で代表の髙橋が講演を行ったほか、一般向け・業界向け問わず 

 様々なメディアから取材の申し込みがある状況。 

② コロナ禍で見学対応等に制約が生じる中、Zoomや Teams等を利用したオンライン講演や工場見学を 

積極的に行い、新しい状況下での情報発信に努めた。 

特に、インターネット周りでセキュリティと wifi環境を増強したことで、より安全かつ安定した状況で 

 オンラインでの対応が可能となった。 

（今後の課題又は期待すべき点） 

① 飼料原料の確保と、飼料品質のさらなる向上 

食品循環資源が安価な焼却や、より手間のかからない堆肥化・エネルギー化に向かってしまう状況下で 

 飼料原料に適した食品循環資源の確保が難しくなってきている。「基本方針」に定められた一般廃棄物 

 における原価相当料金の徴収方針や、リサイクルを行う際には飼料化が最も優先されるものであることを 

周知するなどして、需要にこたえられるだけの原料の確保と品質のさらなる向上を目指したい。 

② 障がい者就労支援施設への委託状況の回復 

コロナ禍の下で大きく委託量を減らさざるを得なかった昨年度と比べればかなり従来に近いところまで 

戻せたが、まだ完全ではない。①で述べた状況に鑑みれば、今後は包装付きの商品など飼料化に手間がかか  

る搬入物の増加が想定されるため、できるだけ早くかつての頻度に戻していきたいと考えている。 

 


